
内田直之が行動したこと

Sense

Action

内田直之が学んだこと
Study

内田直之が考えたこと Think
被災地熊本へ、3回目の訪問
　昨年12月に、自民党会派にて被災地熊
本を視察しました。今回は行政視察だった
こともあり、普段は立ち入り禁止の熊本
城内や南阿蘇村の大規模な土砂崩れ現場
や阿蘇大橋崩落現場にて、現地責任者の方
からご説明を受ける事ができました。ま
た、被害が最も甚大だった益城町、大規
模な仮設住宅、そして熊本県庁では、復
旧・復興プランのご説明も頂きました。 
　最大855カ所に上った避難所は、昨年11
月で全て閉鎖され、益城町の全壊の建物の
撤去も随分進んでおり、確実に復旧・復興
に向けて動いていると感じました。一方、
熊本城はまだ始まったばかりで、復旧まで
に20年かかるとの話に心が痛みました。時
間を見つけては、故郷熊本を訪れたいと思
っています。

区政報告会2016を開催!
　ベルサール神田にて、区政報告会を開催致
しました。税金の使われ方や財政状況、重
要課題として待機児童対策、こどもの遊び
場整備、スポーツ環境整備等ついてお話させ
て頂きました。また、特別講演として、バル
セロナ五輪柔道金メダリストの古賀稔彦様か
ら「夢の実現」をテーマにお話しを頂きまし
た。丸川珠代大臣、中川雅治議員、山田美樹
議員、また、多くの都議会、区議会の皆様か
らも温かいご激励を頂きました。次回はタウ

ンミーティングを開
催します。皆さまの
ご参加を､心よりお待
ちしています!（案内
同封）

防災訓練でHUGを実施!
　先日、避難所防災訓練の一環として、災
害図上訓練のHUGが試験的に実施されまし
た。私は平成28年の第2回定例会にて、地
域防災訓練にHUGの試験的導入を提言して
いました。HUGとは住民が避難所運営を主
体的に考えるための図上訓練であり、避難所
で起こる様々な出来事にどう対応していくか
を模擬体験するゲームです。コミュニティの
形成や人材育成にも貢献できるHUGを、是
非、本格導入できるよう引き続き、推進して
行きたいと思います。

 How did you know CHIYODA? 

意外と知らない
千代田区のこと。

人口は60,000人を突破!
　私たちが暮らす千代田区は、江戸幕府開
府以来400年にわたり日本の政治、経済、文
化の中心として栄えてきました。明治に入り
首都東京が誕生すると、明治11年には千代
田区の前身である麹町区と神田区が誕生し
昭和22年には2区が合併し、千代田区が誕
生し現在に至っています。70年目を迎える 
千代田区も、人口は6万人を突破しました。

千代田区民ってどこに住んでいるの?
　千代田区は、麹町地域に麹町・富士見、神
田地域に神保町・神田公園・万世橋・和泉橋
と計6つの行政地区に分かれています。区内
の人口分布を見てみますと、ちょうど麹町地
域と神田地域が半分ずつとなっています。地
区別では麹町地区が圧倒的に多く、和泉橋
地区が急激に伸びています。

　年代別では、上のグラフの様に、30代、
40代、50代で約57%を占めています。家
族の人数では、3人が最も多く、4人、2人と
続いています。他区の方から、「千代田区民
はどこに住んでいるの?」などと質問される
ことが良くあります。8割がマンション住民と
言われていますが、戸建て住宅にお住まい
の方が7.7%、また、所有ビルにお住まいの
方が12.6%と言うのが千代田区らしいと思
います。
　また、千代田区にお住まいになった年
数を見ますと、9年未満の「短期居住者」
が51.2%、30年以上の「長期居住者」は
26.5%であり、そのうち生まれてからずっと
お住まいの方は、12.5%でした。地区別に見
ますと、「短期居住者」は富士見地区が最も
多く52.7%に対し、最も少ない万世橋地区
では43.4%でした。

町会や地域活動に参加していますか?
　全国に30万位あると言われている町会・自
治会では、存続の危機が叫ばれています。千
代田区には108の町会があります。町会の人
口規模を比較しますと、最も多い一番町町会
の3,326人から、最も少ない神田佐久間町町
会の26人と、130倍もの規模の違いがありま
す。また、町会や地域活動に「良く参加してい
る」は10.4%、「何回か参加した」を含めても
29.5%に留まっています。特に人口の半数以
上を占める短期居住者では、「良く参加して
いる」は1.9%しかありません。いわゆる新住
民と呼ばれる方々が、町会や地域活動に参画
してもらえていないことが良く分かります。
　一方では、この問題にしっかり取り組み、
成果をあげている町会もあります。例えば、
錦町三丁目第一町会（堀井市郎会長）では、
町会員が激減する中、新たなマンションの住
民の方々に細やかにお声をかけ、神田祭を始
め、アート縁日や流しそうめん、隣人祭、新
年会などのイベントを通じて、新旧住民協働
で新しい町会の形を創られています。地域コ
ミュニティの中核を担う町会が持続していく
には、このように、地域を支えてきた住民と
新たな住民や在勤者が、お互いの価値観を認
め、地域を愛する気持ちを共有することが大
切だと思います。

世界の街歩き
ロンドン

（グレートブリテン及びアイルランド連合王国）
人口　867万人 
面積　1,577k㎡　 
立憲君主制

　2013年、世界の都市総合力ランキングのトップ
であるロンドンを再訪しました。ご存の通りイギリ
スは連合王国であり､イングランド､スコットランド､

ウェールズ､北アイルランドの4つの非独立国か
ら構成される立憲君主制の国家です。サッカーW
カップに4つの代表が出場することは有名です。 
　ロンドン市街は､ウェストミンスター宮殿やセントポー
ル大聖堂などの歴史的建築が数多く残る､典型的な
欧州の伝統的都市をイメージしていました。しかし実際
に行ってみると､現代建築の宝庫であり､中心地には
欧州で最も高い310mの「ザ･シャード」を始め､「30セ
ント･メリー･アクス」や「タワー42」など多くの超高層ビ
ルが建っていました。更には､「ロイズ・オブ・ロンドン」や

「ロンドン市庁舎」などモダンな建物も多く､ゴシッ
ク様式の歴史的な建築と､著名建築家によるモダ
ンな現代建築が上手く共存､調和していました。ち
なみにロンドンは、容積率制度を撤廃しています。 
　都市の機能更新を図り発展を続けるロンドン
には､これからオリンピックを迎える東京、そして
千代田区にとって参考とすべき点が多々あると
思います。EU離脱が都市力にどう影響するの
か、これからもロンドンには、注視したいと思い
ます。

どんな施策や施設を望んでいますか?
●千代田区民が望んでいる「施策Best3」
1. 環境対策（緑化の推進や路上喫煙対策など）
2. 高齢者施策（在宅介護サービスや一人暮しの見守り支援）
3. 防災対策（災害に強いまちづくりや避難所機能の充実）
●千代田区民が望んでいる「施設Best3」
1. 高齢者福祉施設 （特養ホームや老人保健施設など）
2. 公園・児童遊園（公園・児童遊園・広場など）
3. スポーツ施設（体育館・プールなど）
　高齢者福施設の具体的な動きとしては、二番町
の国有地を利用した施設が新たに整備されていま
す。また､公園では東郷元帥記念公園の改修整備
が検討されています。私は再開発を行う場合、既
存の空間は守りつつ、集積によって生まれた新た
な空間を、緑豊かな憩いの場にできれば良いと
思っています。スポーツ施設の中心である千代田
区スポーツセンターの整備は、いまだに区の方針
は固まっていませんが、私は、現実的な対応とし
て現地にて立替えを行い、将来的には麹町地区に
も整備し2施設体制が望ましいと考えています。 
　今回から新たに「民泊」についても調査が行
われました。私は議会にて、民泊への規制緩和
には慎重な対応を求めてきました。調査結果で
も、「家主や管理者が不在の民泊は認めない」が
69.7%にも及んでいます。民意もしっかり確認
できましたので、引き続き、実態の把握と厳しい
規制を求めて行きたいと思います。
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1.9% これらのデータは、千代田区政策経営
部による「千代田区民世論調査」より
抜粋しました。195ページにも及び、区
民の皆様の声がぎっしり詰まっていま
す。私は、この貴重なデータを元に、地
域の実態と整合を図ることで具体的
な区民ニーズを把握し、議会を通じて
区政に反映させてまいります。

内田直之が、「考えたこと」「感じたこと」
「学んだこと」「行動したこと」
を皆様にお伝えする紙上ブログです。
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12「秋葉原映画祭」が
 ４月１～３日で
 開催されます！
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東京ルーテルセンタービル

　東京大神宮の少し先に見える清楚な建物が、東京ルーテル
センタービルです。戦前、日本神学校という、キリスト教の牧師を
養成する学校として建てられたものです。日建設計の創業者の
ひとりであり、住友本社ビルなどで知られる長谷部鋭吉により昭
和12年（1937年）に竣工されました。
　地上4階、地下1階で2つの塔屋を持った鉄骨鉄筋コンク
リート造で、白い櫛引仕上げの外観に、丸い窓やアーチ窓、小さな開口が並んだファザードが特徴的
です。2階には、東京ルーテルセンター教会が併設され、今もオフィスビルとして活用されています。この建
物は「東京都選定歴史的建造物」に指定され、富士見町のランドマーク的存在となっています。ちなみ
に、千代田区には他にも、いせ源や神田まつやなどが指定されています。
　このような歴史的建築物をしっかり保存・活用し、都市の機能更新を図ることは大変難しいと思いま
す。しかし、千代田区の歴史と伝統を守りながら､環境に配慮されたまちづくりを、次世代へとつなげて行
くことが、私たちの使命ではないかと感じました。

1.持続可能な環境未来都市の実現
 
【問題の背景】　アメリカの航空宇宙局（NASA）
と海洋大気局（NOAA）は、昨年7月の世界の平
均気温が、観測史上最も暑い月であったと発表し
ました。平均気温の上昇と異常気象の発生頻度
の関係性から、科学者たちの多くはこの気温上昇
を地球温暖化と関連づけています。昨今の地球
は氷河の減少やサンゴの白化、身近なところでは
記録的な超大型台風や洪水を経験してきました。
　2011年に政府より新たに選定された「環境未
来都市」とは、環境だけではなく、経済、社会の3
つの価値を創造することで「誰もが暮らしたいまち」
「誰もが活力あるまち」の実現を目指した先導的
なプロジェクトに取り組んでいる都市・地域です。
　世界的に進む都市化を見据え、環境や高齢化
対応などの課題に対応しつつ、持続可能な経済
社会システムを持ったまちづくりを目指す環境未
来都市構想のコンセプトは、都心に位置し、活発
な経済活動で東京を牽引する千代田区のまちづ
くりに即した考えではないかと思います。

【質問】

千代田区の地域特性や役割を考えた場合、
環境に加え、経済、社会の3つの価値を創造
し、持続可能な経済社会の実現を目指すべ
きと考える。

【区（執行機関）の答弁】
この千代田区という地域の位置づけは、

我が国の政治経済の中心地である。そして活
発な都市活動が行われており、その都市活動
の中には、まちの更新も含まれている。私た
ちは、できるだけエネルギーの消費を少なく
し、率先して低炭素社会に向けて取り組み、
姿勢を示し、行動するべきと思う。千代田区
としても「環境・超高齢化対応等に向けた、
人間中心の新たな価値を創造する都市」を基
本コンセプトとする環境未来都市の構想も意
識しながら、環境、社会、経済の3つの側面
にすぐれた持続可能な都市の実現に向けて地
球温暖化対策を進めていく。

2.現実的な対策としてのnZEB

【問題の背景】　ZEBとは、ネット・ゼロ・エネル
ギー・ビルの略称であり、年間のエネルギー消費
量をゼロまたは概ねゼロとする建築物のことで
す。政府が策定したエネルギー基本計画におい
て、ビル等の建築物については、2020年までに
新築公共建築物、2030年までに新築建築物
の平均でZEBを実現することを目指しており、
世界的にも同様の取り組みが進んでいます。
　一方、千代田区のような都心部では創エネル
ギーにおいて太陽光発電などの再生可能エネ
ルギーでは補い切れず、エネルギー収支をゼロ
にすることは大変困難です。千代田区の地域
特性からZEBに限りなく近いニアリー・ゼロ・エネ
ルギー・ビル（75%以上省エネ）が現実的な要
求レベルとしては良いと思います。

防災や安全上の問題も懸念されています。中
でも、神田地域では商業地域と居住空間が隣
接、混在しており、生活圏内における路上看板
には風俗系など教育上好ましくないものも散見
されます。
　路上喫煙対策が一定の成果を上げている
一方、路上障害物の対策では期待された成果
は得られていません。行政組織として機能的な
体制なのか、効果的な連携はできているのか、
そもそも対策に実効性はあるのか等々疑問も
あります。私は、生活環境条例の運用による注
意、指導だけではなく、道路法や道路交通法、
屋外広告物条例などを的確に運用し、撤去等
によって路上障害物対策の実効性を確保すべ
きであると考えます。

【質問】
悪質な路上障害物や防災上または青少年
の健全育成上、問題と思われる看板を撤去
できるよう施策の再構築について、見解を
問う。
 

【区（執行機関）の答弁】
千代田区では生活環境条例の中で路上障

害物対策の一元化を図ってきた。これまでも
違法な置き看板等に対する警告の中で、道路
法、道路交通法、屋外広告物条例に反すると
して除去等の措置や罰則適用を示唆してきた
が、実際にはチラシ等の張り紙や捨て看板
等、屋外広告物条例に基づき簡易な手続で即
時除却できるものを除き、具体的な措置をと
って来なかった経緯がある。
このたび改正道路法が施行され、23区に

おいても、路上障害物に対する実効的な措置
が検討されると聞いている。こうした動きを
踏まえ、区としては、庁内関係各課が緊密に
連携し、交通管理者である警察、地域で活動
する団体等の方々とともに、実効性のある路
上障害物対策に取り組んでいく。

5.エリマネにおける路上障害物対策

【問題の背景】　生活環境にかかわる課題は
路上障害物だけではなく、客引き、防犯、放置自
転車など多様であり、今後は参加者の裾野を広
げ、運営経費も含めた持続可能な取り組みが
必要です。地域の経営としてのエリアマネジメン
トの中に生活環境改善の取り組みを位置づけ
るべきであり、道路協力団体制度の活用につい
ても検討すべきではないかなと思います。

「千代田区の環境政策」「地域特性を踏まえたZEBの提案」「路上障害物対策」について、質問を行いました。 

【質問】
千代田区の環境政策における最優先テー
マは建物のエネルギー対策の推進である。
エネルギー基本計画にのっとりZEBを推進
していく中で、地域特性も踏まえた現実的
な対応としてニアリーZEBも検討すべきと
考える。
 

【区（執行機関）の答弁】
エネルギー対策は、ほとんどを民間にお願

いしているが、行政もしっかり取り組まなけ
ればならない。その為、役所の建築物につい
てはできるだけ省エネあるいは低炭素という
建築物を構築することを行っている。千代田
区のように敷地が狭く建物が集積している条
件のもとでZEB施設を建設するには厳しい
ハードルがある。現在そうした諸条件を踏ま
えて庁内で検討しているが、議員ご指摘のニ
アリーZEBについても選択肢に加えて検討
していきたい。

3.「ちよだエコセンター」の整備状況
 
【問題の背景】　平成27年の定例会で、千代
田区地球温暖化対策、地域推進計画にZEB
モデル施設の設置を位置づけるとご答弁を頂
いています。基本計画である「ちよだみらいプロ
ジェクト」にも、環境活動を促進する拠点として
「ちよだエコセンター」を整備すると明記してあ
ります。
　この施設は区内に点在する活動拠点を集約
化することで、環境にかかわる人・物・情報などの
ネットワーク化を図るとともに、包括的な環境活
動の拠点とすることや、環境モデル都市である
千代田区がトップランナーとして、新技術を駆使
した次世代型モデルビルであるZEBを通じ、低
炭素化の促進を内外にアピールするとされてい
ます。環境活動拠点の集約化と環境メッセージ
の発信という重要な役割を担う「ちよだエコセン
ター」をの整備は責任を持って計画どおり推進
して頂きたいと思います。

【質問】

ちよだみらいプロジェクトや地球温暖化対
策等にて明記されている「ちよだエコセン
ター」の整備状況について、具体的な技術
や課題は整理されているのか。

【区（執行機関）の答弁】
「ちよだエコセンター」の整備状況につ

いて、現在、環境関連団体等からの意見聴取
を踏まえ、基本構想のたたき台を整理してい
るところである。ZEB施設の建設に当たっ
ては、日照条件等を含めた施設周辺の環境が
大きく影響する。こうした諸条件を前提に区
全体の行政需要も考慮した上で区有地の中か
ら建設候補地を選定することになる。現在、
検討には時間が掛っている状況であるが、エ
コセンターの整備に当たり、ZEBモデル施
設を整備する基本的な考え方に変わりはな
い。現実的な対応も視野に入れながら検討し
ていきたいと考えている。

4.実効性のある路上障害物対策

【問題の背景】　公共の場所である路上に設
置、放置されている置き看板や商品陳列台な
どの不法占用物は住民や車両の通行に支障
を及ぼしています。まち並みの美観を阻害し、
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街づくりへ、プロの視点。

Sense

Action

【質問】

地域の経営として、持続可能な取り組みが
地域とともにできるようなエリアマネジメン
トにおける路上障害物対策の連携・推進を
提案する。

【区（執行機関）の答弁】
千代田区は個性ある多様な地域で構成さ

れており、路上障害物についても、画一的な
運用では実効性ある対応はできない。地域の
合意を図りながら進めていくことや、地域、
商店街、学校関係者等の制約条件を補いなが
ら活動を持続可能にしていく必要もある。
道路法改正では新たに道路協力団体の制

度が創設された。これは道路の清掃やアダプ
ト等を手がけるボランティア団体などを道路
協力団体に指定する一方で、オープンカフェ
などの収益活動で維持管理の原資を捻出しや
すくなるように道路の占用許可の手続を簡略
化するものである。まさに地域経営の観点か
ら活動するエリアマネジメントと軌を一にす
るものと言える。
路上障害物対策についても、エリアマネ

ジメントの中でどのように位置づけられる
か、早急に検討していく。
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